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( 2 )

今 回 の 表 紙

今月の表紙は 12 月定例会の傍聴席の様子です 

　寒さ厳しい中にもかかわらず、 多くの皆さまが傍聴にお越しくださいました。 町政への
関心と温かなまなざしを議場に届けていただき、 議員一同、 大きな励ましをいただいた
思いです。 　
　特に、 「なかふらの女性会さくら」 の皆さま、 「西中長寿会」 の皆さまが大人数で足を
運んでくださったこと、 いつも議会への関心を持ち傍聴にお越しくださいます個人の方々
へ、 心より感謝申し上げます。 日頃から地域の課題に真摯に向き合い、 町の未来を共
に考えてくださる皆さまの姿勢は、 私たち議会にとって大きな力であり、 町づくりを進め
るに欠かせない存在です。 これからも、 皆さまの声を丁寧に受け止め、 開かれた議会
運営に努めてまいります。
　この度の傍聴に、 改めて深く御礼申し上げます。

　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、 臨　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、 臨
時会は必要に応じて開会します。時会は必要に応じて開会します。
　団体で傍聴される場合は、 事前に議会　団体で傍聴される場合は、 事前に議会
事務局 （☎ 44-3985） へご連絡ください。事務局 （☎ 44-3985） へご連絡ください。
　なお、 役場１階町民ラウンジでも、 議会　なお、 役場１階町民ラウンジでも、 議会
中継をテレビ放映しています。 お気軽にご中継をテレビ放映しています。 お気軽にご
利用ください。利用ください。

議 会 を も っ と 身 近 に議 会 を も っ と 身 近 に

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

岡本伸一  議員



令和 8年 2月５日
議会だより
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( 3 )

一一  

般般  

質質  

問問

　安東 義彦 議員　　４ページ
〇定住促進事業について

　佐藤 和三 議員　　４ページ
〇�帯状疱疹ワクチンの接種に町独自補
　助を！
〇�わが町の少子化にどう立ち向かうのか

　村山 友希 議員　　５ページ
〇��中富良野町のサイバーセキュリティ

対策について

　岡本 伸一 議員　　６ページ
〇�ヒグマとの共存と対策について
〇� 「中富良野町歌」 について

　安藤 啓太 議員　　７ページ
〇�なかふらの学園について
〇�公営住宅のクーラー設置について

　市山 　翔 議員　　８ページ
〇�北星山の将来活用と持続可能な運

営について

　寺岡 祐子 議員　　８ページ
〇�総合計画における協働政策やウェル

ビーイング指標の反映について

第 1 2 回  定 例 会第 1 2 回  定 例 会

町政に関する一般質問町政に関する一般質問

　　令和７年第１２回定例会は、１２月１７日から１９日までの３日間開会されました。令和７年第１２回定例会は、１２月１７日から１９日までの３日間開会されました。

　町長から提出された補正予算案９件・条例案等８件が上程され、決算審査特別委員　町長から提出された補正予算案９件・条例案等８件が上程され、決算審査特別委員

会に付託された認定８件を含むすべての議案を原案のとおり可決・決定とし、閉会し会に付託された認定８件を含むすべての議案を原案のとおり可決・決定とし、閉会し

ました。ました。

　最終日は７人の議員が町政について一般質問を行い、町長・教育長に答弁を求めま　最終日は７人の議員が町政について一般質問を行い、町長・教育長に答弁を求めま

した。した。

【  ア ン ケ ー ト の ご 協 力 を お 願 い し ま す  】
　「議会広報に関するアンケート」 を折り込みしています。　「議会広報に関するアンケート」 を折り込みしています。
　皆さまからのご意見等につきましては、 今後の取組の参考にさせて　皆さまからのご意見等につきましては、 今後の取組の参考にさせて
いただきます。 多くの方のお声をお待ちしております。いただきます。 多くの方のお声をお待ちしております。
　アンケートは、 役場正面玄関の回収ボックス、 FAX （４４－２１２７）、　アンケートは、 役場正面玄関の回収ボックス、 FAX （４４－２１２７）、
または二次元コードより、 回答にご協力をお願いします。または二次元コードより、 回答にご協力をお願いします。



〇
安
東
議
員

　
町
が
現
在
５
区
画
進
め
て
い
る

新
町
分
譲
地
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
日
産
の
寮
は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

　
１
区
画
の
面
積
は
お
お
よ
そ
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
希
望
者
は
本
町
の
住
民
を
優
先

す
る
の
か
。

　
そ
の
後
の
分
譲
地
等
の
計
画
は

ど
う
進
む
の
か
。

　
ま
た
、
新
築
祝
い
金
１
０
０
万

円
の
制
度
に
つ
い
て
新
年
度
か
ら
現

金
１
０
０
万
円
と
商
品
券
30
万
円

に
で
き
な
い
か
。

●
小
松
田
町
長

　
旭
川
日
産
自
動
車
株
式
会
社
と

協
議
を
行
い
、
令
和
９
年
度
を
目

処
に
町
有
地
の
返
還
検
討
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
の
見
込
み
面
積
は
、

約
２
６
０
㎡
が
１
区
画
、
約
４
１
０

㎡
が
２
区
画
、
約
５
３
０
㎡
が
２

区
画
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
町
有

未
利
用
地
売
却
の
入
札
参
加
資
格

要
件
は
地
域
要
件
を
設
け
ず
、
18

歳
未
満
の
子
を
有
す
る
世
帯
、
ま

た
は
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
39
歳
以

下
の
若
年
層
を
対
象
と
す
る
要
件

を
設
け
て
お
り
、
新
町
分
譲
地
も

同
様
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
令
和
８
年
度
中
の
工
事
終

了
し
だ
い
早
期
に
公
募
等
を
進
め
、

最
終
的
に
は
20
戸
程
度
の
分
譲
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
定
住
応
援
促
進
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
は
来
年
度
予
算
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。
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一一  

般般  

質質  

問問

定住促進事業について定住促進事業について

帯状疱疹ワクチンの接種に町独自補助を！帯状疱疹ワクチンの接種に町独自補助を！ 佐藤議員

安東議員

〇
佐
藤
議
員

①
現
在
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
状
況
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化

　
ワ
ク
チ
ン
の
区
別
も
含
め
、
ど

　
う
な
って
い
る
の
か
。

②
町
独
自
の
補
助
制
度
の
早
期
創

　
設
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い

　
た
い
。

●
小
松
田
町
長

①
11
月
末
現
在
で
国
の
制
度
に
基

　
づ
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
対
象
者

　
３
６
２
名
中
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
接

　
種
者
が
34
名
、
不
活
化
ワ
ク
チ

　
ン
接
種
者
が
71
名
、
合
計
１
０
５

　
名
で
す
。

　
接
種
率
は
29
％
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。
任
意
接
種
に
つ
い
て
は
８
名

　
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
つ
い

　
て
は
足
り
て
い
ま
す
。

②
今
後
も
国
や
調
査
研
究
機
関
の

　
知
見
や
動
向
に
注
視
し
な
が
ら

　
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
再
質
問

　
今
後
３
年
間
も
町
独
自
の
補
助

制
度
を
作
ら
な
い
場
合
、
後
で
制

度
を
作
って
も
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
ま
で
に
町

独
自
の
補
助
制
度
を
作
る
の
か
考

え
を
示
し
て
ほ
し
い
。

●
答
弁

　
65
歳
以
上
は
財
源
が
あ
れ
ば
来

年
度
、
ど
れ
く
ら
い
の
補
助
に
な
る

の
か
は
、
今
後
し
っか
り
検
討
し
議

員
各
位
に
ご
提
案
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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般般  

質質  

問問

○
村
山
議
員

　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
年
々
増
加
し
、

２
０
２
４
年
は
過
去
最
高
水
準
で
、

自
治
体
で
も
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
本
町
で
も
町
民
の
安
全
安
心
、

個
人
情
報
の
保
護
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策
は

最
優
先
課
題
と
思
う
。

　
本
町
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
や

ア
ク
セ
ス
の
管
理
は
ど
う
な
って
い

る
の
か
。
ま
た
、
人
的
な
ミ
ス
が
自

治
体
の
漏
洩
に
多
い
が
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
問
題
で
は
な
く
組
織
全

体
と
し
て
考
え
た
研
修
は
行
って
い

る
の
か
。
総
務
省
は
２
０
２
６
年
ま

で
に
全
自
治
体
へ
基
本
方
針
の
策

定
・
公
表
を
義
務
化
し
て
い
る
。

町
の
現
状
の
対
策
、
課
題
、
今
後

の
方
向
性
は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
町
民
皆
さ
ま
の
大
切
な
情
報
資

産
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、
町
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
や
管
理
に
つ

い
て
は
町
で
は
サ
ー
バ
ー
群
は
所
有

し
て
お
ら
ず
直
接
の
デ
ー
タ
は
基
本

的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報

セ
キ
ュリ
テ
ィ
研
修
は
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
は
10
月
７
日
に

開
催
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
富
良
野
町
情
報
セ
キ

ュリ
テ
ィ
対
策
基
準
の
改
定
作
業
を

２
０
２
６
年
４
月
１
日
ま
で
の
公
表

に
向
け
て
進
め
て
お
り
、
こ
の
対
策

基
準
に
基
づ
い
た
厳
格
な
運
用
を

行
って
い
き
ま
す
。

中富良野町のサイバーセキュリティ対策について中富良野町のサイバーセキュリティ対策について

わが町の少子化にどう立ち向かうのかわが町の少子化にどう立ち向かうのか 佐藤議員

村山議員

〇
佐
藤
議
員

　
わ
が
町
の
出
生
数
は
令
和
５
年

度
が
20
人
、
６
年
度
が
15
人
、
７

年
度
が
10
人
程
度
と
い
う
こ
と
に

衝
撃
を
受
け
た
。
日
本
や
わ
が
町

の
人
口
減
少
は
あ
ま
り
に
急
で
あ

る
。
こ
ど
も
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
た

め
、
高
齢
化
率
が
上
昇
し
、
人
口

構
成
が
い
び
つ
に
な
り
様
々
な
と
こ

ろ
に
弊
害
が
出
て
き
て
い
る
。

　
若
者
た
ち
の
結
婚
、
出
産
等
に

係
る
社
会
的
・
経
済
的
な
問
題
が

解
決
さ
れ
る
と
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
１
・８
ま
で
上
が
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
わ
が
町
で
は
子
育
て
応
援

の
た
め
、
町
独
自
で
い
ろ
い
ろ
支
援

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
進
自

治
体
で
は
、
更
に
い
ろ
い
ろ
な
支
援

を
し
て
い
る
。

①
18
歳
ま
で
の
国
保
税
の
無
料
化

②
高
校
生
等
の
通
学
定
期
等
の
補

　
助
（５
割
が
多
い
）

③
大
学
生
等
に
対
す
る
給
付
制
奨

　
学
資
金
制
度

④
第
２
子
以
上
に
対
す
る
現
金
給
付

⑤
２
歳
児
以
下
の
保
育
料
の
無
償
化

　
わ
が
町
で
も
こ
れ
ら
を
参
考
に

し
て
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

●
小
松
田
町
長

　
町
と
し
て
も
少
子
化
対
策
は
重

要
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
子

育
て
支
援
な
ど
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
案
に
つ
い

て
も
子
育
て
支
援
施
策
全
般
を
鑑

み
、
財
源
や
少
子
化
対
策
へ
の
効

果
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
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般般  

質質  

問問

ヒグマとの共存と対策についてヒグマとの共存と対策について

「中富良野町歌」 について「中富良野町歌」 について 岡本議員

岡本議員

中富良野町のヒグマ ・ エゾシカ捕獲頭数 （Ｒ７. １１. ３０まで）中富良野町のヒグマ ・ エゾシカ捕獲頭数 （Ｒ７. １１. ３０まで）

R ４R ４ R ５R ５ R ６R ６ R ７R ７

ヒ  グ  マヒ  グ  マ      0 頭     0 頭      6 頭     6 頭      4 頭     4 頭    12 頭   12 頭

エゾシカエゾシカ 421 頭421 頭 367 頭367 頭 334 頭334 頭 330 頭330 頭

〇
岡
本
議
員

　
北
海
道
各
地
で
ヒ
グ
マ
の
出
没

が
増
加
し
、
農
作
物
被
害
や
人
身

事
故
の
危
険
性
が
高
ま
って
い
る
。

町
民
の
生
活
や
観
光
資
源
を
守
る

た
め
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
が
定

点
カ
メ
ラ
の
活
用
で
あ
る
。

　
区
域
を
流
動
的
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ

し
、
人
と
ヒ
グ
マ
の
衝
突
を
未
然

に
防
ぐ
「町
民
の
安
全
確
保
」、「農

業
被
害
の
軽
減
」、
「観
光
資
源
の

保
護
」
と
い
う
３
つ
の
重
要
な
課
題

を
解
決
し
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

●
小
松
田
町
長

　
定
点
カ
メ
ラ
の
活
用
は
、
ヒ
グ
マ

の
出
没
状
況
の
把
握
と
危
険
区
域
の

見
え
る
化
を
可
能
に
し
、
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
上
で
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
ま
す
。

　
北
海
道
猟
友
会
富
良
野
支
部
中

富
良
野
部
会
や
、
中
富
良
野
町
鳥

獣
害
対
策
協
議
会
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〇
岡
本
議
員

　
町
歌
は
町
の
歴
史
や
文
化
を
象

徴
し
、
町
民
の
誇
り
を
育
む
大
切

な
存
在
で
あ
る
と
思
う
。
広
く
町

民
に
知
って
い
た
だ
き
、
愛
着
を
持

って
い
た
だ
く
た
め
、

町
と
し
て
積
極
的
に

町
歌
を
広
め
る
た
め

の
工
夫
や
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

●
小
松
田
町
長

　
中
富
良
野
町
歌
は

昭
和
54
年
、
愛
郷
心

や
連
帯
意
識
が
歌
声

か
ら
高
ま
る
こ
と
を

願
い
、
広
く
町
民
か

ら
募
集
し
、
制
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
町
が
行
う
各
種
行

事
や
学
校
行
事
な
ど

に
お
い
て
も
、
触
れ

る
機
会
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
令
和
８
年
１
月
１
日
、
防
災

　
無
線
で
町
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ

　
後
に
「町
歌
」
が
流
れ
ま
し
た
。



〇
安
藤
議
員

　
令
和
８
年
度
の
義
務
教
育
学
校

移
行
に
向
け
、小
中
連
携
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
教
職
員
研
修
や
、新
し

い
運
営
形
態
に
伴
う
業
務
負
担
増
へ

の
対
策
は
ど
う
か
。特
に
、先
進
的

な
取
組
に
よ
る
多
忙
化
が
教
職
員

の
離
職
や
燃
え
尽
き
を
招
か
な
い
よ

う
、適
正
な
就
業
時
間
の
管
理
と
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
を
求
め
る
。

●
松
浦
教
育
長

　
既
に
小
中
合
同
の
会
議
や
研
修
、

教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
授
業
等
を

実
施
し
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
多
忙
化
対
策
と
し
て
、
学
校
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
不
登
校

対
応
や
町
職
員
が
地
域
・
企
業
と

の
調
整
役
を
担
う
こ
と
で
、
教
職
員

の
事
務
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

現
状
、
就
業
時
間
に
大
幅
な
増
加

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
今
後
も
注
視

し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
小
学
校

と
中
学
校
の
「教
育
文
化
の
違
い
」

や
「中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
解
消
す
る

た
め
、
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
１

年
生
ま
で
の
縦
割
り
活
動
を
段
階

的
に
導
入
し
、
児
童
生
徒
と
教
員

双
方
が
無
理
な
く
新
し
い
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
町
職
員
や
外
部
人
材

が
学
校
現
場
を
直
接
支
援
す
る
独

自
の
体
制
に
よ
り
、
教
職
員
の
業

務
負
担
軽
減
を
図
って
い
ま
す
。「一

つ
ひ
と
つ
積
み
木
を
積
む
よ
う
に
」

段
階
的
な
移
行
を
進
め
、
教
職
員

が
や
り
が
い
を
持
って
働
け
る
魅
力

的
な
教
育
環
境
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。
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なかふらの学園についてなかふらの学園について

公営住宅のクーラー設置について公営住宅のクーラー設置について 安藤議員

安藤議員

○
安
藤
議
員

　
北
海
道
の
猛
暑
化
に
伴
い
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、
町
は

入
居
者
の
自
己
負
担
（原
状
復
旧

が
条
件
）
で
の
設
置
を
認
め
て
い
る

が
、
工
事
や
撤
去
に
高
額
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
設
置
実
績
は
12

件
に
留
ま
って
い
る
。
町
が
設
置
費

用
を
負
担
し
、
そ
れ
を
家
賃
に
上

乗
せ
し
て
回
収
す
る
「減
価
償
却

方
式
」
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

住
環
境
の
整
備
は
、
人
口
減
少
対

策
や
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
重

要
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
異
常
気
象
の
深
刻
化
は
認
識
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
自
己

負
担
で
の
設
置
を
許
可
す
る
方
針
へ

と
変
更
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
町

内
約
３
９
０
戸
全
戸
へ
の
設
置
は
、

公
平
性
の
担
保
や
多
額
の
費
用
、

家
賃
へ
の
影
響
か
ら
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
り
、
北
海
道
で
は
エ
ア
コ
ン

は
建
物
附
属
設
備
で
は
な
く
「動

産
（個
人
の
持
ち
物
）」
と
見
な
さ

れ
て
い
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
改
修
や
新
築
時
の
対

応
を
国
の
方
針
に
基
づ
き
検
討
す

る
と
と
も
に
、
現
行
の
個
人
購
入
に

対
す
る
補
助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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〇
寺
岡
議
員

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
（以

下
「指
標
」
と
い
う
。）
を
基
盤
と

し
た
「協
働
」
を
ま
ち
の
将
来
像

の
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

①
総
合
計
画
で
地
域
の
将
来
像
や

　
基
本
目
標
の
設
定
に
指
標
を
導

　
入
し
、
「幸
福
度
に
基
づ
く
ま
ち

　
づ
く
り
」
と
し
て
協
働
政
策
を

　
進
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

②
協
働
の
効
果
測
定
や
進
捗
管
理

　
に
指
標
を
取
り
入
れ
る
意
向
が

　
あ
る
か
。

③
次
期
計
画
策
定
段
階
に
お
い
て

　
協
働
や
指
標
の
視
点
を
よ
り
強

　
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
住
民
参

　
加
の
手
法
の
拡
充
、
全
町
と
し

　
て
協
働
を
進
め
る
と
い
う
体
制

　
強
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

　
組
む
の
か
。

●
小
松
田
町
長

①
次
期
計
画
策
定
に
向
け
、
指
標

　
の
理
念
を
含
め
た
調
査
研
究
を

　
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
町
地
域
総
合
戦
略
の
中
で
、
個

　
別
事
業
ご
と
に
数
値
目
標
と
し

　
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
指
標
に
つ
い
て
は
導
入
の
可
能
性

　
を
含
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

　
ま
す
。

③
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

　
他
、
座
談
会
等
を
開
催
し
、
ま

　
ち
づ
く
り
に
対
し
て
の
意
見
聴

　
取
の
機
会
を
作
って
い
ま
す
。
次

　
期
計
画
策
定
に
向
け
て
、
協
働

　
を
推
進
す
る
手
法
や
体
制
強
化

　
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
研
究
を

　
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

北星山の将来活用と持続可能な運営について北星山の将来活用と持続可能な運営について

総合計画における協働政策やウェルビーイング指標の総合計画における協働政策やウェルビーイング指標の

反映について反映について 寺岡議員

市山議員

〇ウェルビーイングとは　

・身体的・精神的・社会的に満たされ、

　幸福感や充実感を感じられる良好な
　状態を指す概念。

・ウェルビーイング指標は、個人の心
　身の健康だけでなく、生活満足度や
　幸福感を「客観データ（GDP、健
　康健康寿命など　）」と　「主観デー
　タ（アンケート回答）」の両面から
　数値化・可視化する指標のこと。

一一  

般般  

質質  

問問

〇
市
山
議
員

　
近
年
の
暖
冬
や
積
雪
不
足
に
よ

り
、北
星
ス
キ
ー
場
の
従
来
運
営
は

困
難
と
な
って
い
る
。ま
た
、豪
雨
災

害
に
よ
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
水
や
地

盤
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

北
星
山
は
「ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ま
ち
」を

象
徴
す
る
重
要
な
景
観
資
産
で
あ

り
、今
後
は
観
光
・環
境
保
全
・町
民

利
用
の
視
点
か
ら
再
構
築
が
必
要

と
考
え
る
。冬
期
は
規
模
を
縮
小

し
、こ
ど
も
の
ス
キ
ー
練
習
に
特
化

し
た
ス
ノ
ー
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
導
入

の
可
能
性
、夏
期
は
排
水
整
備
を
含

む
景
観
保
全
を
進
め
、教
育
と
観
光

が
共
存
す
る
複
合
エ
リ
ア
と
し
て
再

設
計
す
る
考
え
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

●
小
松
田
町
長

　
北
星
山
の
将
来
活
用
に
つ
い
て

は
、
近
年
の
積
雪
不
足
や
ラ
ベ
ン
ダ

ー
畑
保
護
の
課
題
を
踏
ま
え
、
ス

キ
ー
場
本
来
の
運
営
と
緩
斜
面
無

料
開
放
の
継
続
と
い
う
２
つ
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協
議
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
、
先

進
地
視
察
や
導
入
費
用
の
調
査
を

行
い
、
冬
期
利
用
の
持
続
可
能
性

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨

災
害
を
踏
ま
え
た
排
水
整
備
や
景

観
保
全
に
つ
い
て
は
、
北
星
山
エ
リ

ア
全
体
を
一
体
的
に
捉
え
、
森
林

公
園
構
想
の
中
で
四
季
を
通
じ
た

誘
客
を
図
る
た
め
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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　１１月６日、 旭川公会堂において上川管
内町村議会議員研修会が行われた。
　今年は、 牧瀬 稔 （まきせ みのる） 氏と
三輪 記子 （みわ ふさこ） 氏の２名の講師
から講義を受けた。
　牧瀬氏は 『議会改革の現状と課題－地
方議会の将来に向けて－』 と題し、 地方
自治体の目的と議会の役割、 “議会改革”
を始めるに至った時代背景、 地方議会の
なり手不足についてなどを、 関東圏域の
議会の政策アドバイザーや民間企業の地
方創成アドバイザーもこなしている牧瀬氏
の知見を交え今後の議会の在り方につい
てご講義いただいた。

　次に弁護士業の傍ら、 テレビ番組のコ
メンテーターとしても活躍されており、 グ
ラビアアイドルの経験もある三輪氏は 『最
新裁判例から見るハラスメントの傾向と対
策～その原因と予防法～』 と題し、 パワ
ハラやセクハラ等をはじめとする多種多様
なハラスメントと男女雇用機会均等法改
正等、 進む法規制と時代の背景、 ハラス

メントが問題となる根本原因、 具体的な
類型と事例等を講じていただいた。
　また、 企業ハラスメントに対する予防法
と体制整備 （仕組みづくり） を紹介してい
ただいた。
　
『考察』
　地方議会改革の現状と課題としては将
来に向け 「住民参加の拡大」 「議員の多
様 性 確 保 」 「 デ ジ タ ル 化 に よ る 効 率 化 」
が 不 可 欠 で、 人 口 減 少 社 会 の 中 で、 議
会が地域の意思をどう集約し、 信頼を維
持するかが最大のテーマになると感じた。
　ハラスメントは 「個人の問題」 ではなく、
社会全体の信頼や健全性を揺るがす課題
と捉え、 議会議員としては向き合う姿勢を
未 来 志 向 で 考 え る 心 が け が 必 要 と 考 え
る。

上川管内町村議会議員研修会上川管内町村議会議員研修会
岡本伸一 議員岡本伸一 議員



　
「地
域
で
作
り
上
げ
た
高
齢
者
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
向
け
た
取
組
事
例
」

に
つ
い
て
鳥
取
県
南
部
町
「西
町
の
郷
」

へ
訪
問
し
た
。
南
部
町
は
人
口
９
，

９
３
０
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

39
・
６
％
で
、
今
回
訪
問
し
た
東
西
町

地
域
は
特
に
42
％
と
高
齢
化
率
が
高

く
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
や
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
、
年
金
受
給
額
が
低
い

等
の
背
景
に
よ
り
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
取
組
と
し
て
高
齢
者
の
昼
間
の
居
場

所
づ
く
り
を
既
存
の
資
源
（空
き
家
）

を
活
用
し
た
共
同
住
宅
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
事
業
で
あ
る
。
県
、

町
の
補
助
金
を
活
用
し
て
既
存
の
民
家

を
借
り
上
げ
改
修
し
た
。
運
営
は
「地

域
振
興
協
議
会
」
を
組
織
し
地
域
の
課

題
解
決
を
図
る
た
め
の
組
織
で
、
活
動

の
基
本
は
行
政
と
の
協
働
で
の
取
り
組

み
を
進
め
、
役
割
と
し
て

①
住
民
自
身
に
よ
る
安
全
安
心
な
ま
ち

　
づ
く
り

②
住
民
自
身
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

③
住
民
の
意
見
集
約
及
び
調
整

④
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
と
実
施

　
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
現
在
は
週
３
回
程
度
の
サ
ロ
ン
活
動

を
中
心
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
「西
町
の
郷
」

は
見
晴
ら
し
の
良
い
高
台
に
位
置
し
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
会
話

や
給
食
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽
し

み
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
私
達
が
訪

問
し
た
時
に
高
齢
者
と
一
緒
に

100
歳
体

操
を
体
験
し
た
。

　
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
手
足
の
上

げ
下
げ
を
す
る
軽
体
操
だ
が
、
高
齢
の

利
用
者
よ
り
先
に
私
達
の
息
が
上
が
り

運
動
不
足
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。
今
回
の
研
修
を
参
考
に

中
富
良
野
町
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

課
題
解
決
の
た
め
に
注
力
し
て
行
く
事

が
重
要
だ
と
再
確
認
し
た
研
修
で
あ
っ

た
。

　
鳥
取
県
智
頭
町
は
森
林
93
％
、
人
口

約
６
千
人
の
町
、
町
民
の
足
を
守
る
町

営
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に
代
わ
る
新
た
な

公
共
交
通
智
頭
町
の
特
徴
「住
民
自
治
」

を
存
分
に
発
揮
し
た
持
続
可
能
な
交
通

体
制
共
助
交
通
「の
り
り
ん
」
を
稼
働

し
た
。
住
民
が
予
約
し
た
始
点
（乗
車
）

と
終
点
（降
車
）
で
町
内
を
自
由
に
稼

働
で
き
る
乗
合
交
通
、
利
用
者
の
予
約

に
応
じ
て
運
行
経
路
や
運
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
決
ま
る
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
シ

ス
テ
ム
に
利
用
者
か
ら
の
予
約
を
シ
ス

テ
ム
上
で
受
け
、
最
適
な
ル
ー
ト
を
Ａ
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総務社会常任委員会先進地行政視察総務社会常任委員会先進地行政視察

視察年月日：令和７年１０月１４日～１７日視察年月日：令和７年１０月１４日～１７日
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取
県

鳥
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南
部
町

南
部
町

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

       
       

構
築
へ
向
け
た
取
組
」

構
築
へ
向
け
た
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組
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前
野

　
　
　
　
　
　

前
野  

仁
志
仁
志  

委
員
委
員

鳥取県 南部町・智頭町・鳥取市鳥取県 南部町・智頭町・鳥取市

鳥
取
県

鳥
取
県  

智
頭
（
ち
づ
）
町

智
頭
（
ち
づ
）
町

「
共
助
交
通

「
共
助
交
通  

Ａ
Ｉ
乗
合

Ａ
Ｉ
乗
合

　
　

タ
ク
シ
ー
（
の
り
り
ん
）」

　
　

タ
ク
シ
ー
（
の
り
り
ん
）」

    　
　
　
　
　

安
東

　
　
　
　
　

安
東  

義
彦
義
彦  

委
員
委
員
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Ｉ
が
作
成
、
そ
の
内
容
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
支
給
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
通
知
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
乗
車
ポ
イ
ン

ト
か
ら
乗
車
、
降
車
が
可
能
で
あ
る
。

町
営
バ
ス
時
代
は
、
路
線
と
路
線
を
乗

り
継
い
で
い
た
が
ド
アto

ド
ア
に
近
い

形
に
な
り
移
動
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
最

寄
り
の
バ
ス
停
が
遠
か
っ
た
住
民
も
、

近
く
に
乗
降
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
た
め
外

へ
出
る
機
会
が
増
え
た
。
希
望
の
時
間

に
近
い
時
間
で
予
約
が
で
き
る
た
め
利

用
者
の
待
ち
時
間
が
減
った
。

　
地
域
住
民
を
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
雇

用
し
て
お
り
「移
動
に
困
る
近
所
の
人

を
助
け
ら
れ
る
」
「定
年
退
職
後
で
も

地
元
で
無
理
な
く
働
け
る
」
「地
域
の
た

め
に
働
い
て
い
る
」
等
の
声
が
あ
り
、

目
に
見
え
る
形
で
地
域
貢
献
で
き
て
い

る
こ
と
で
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
って
い

る
。

　
運
行
は
年
末
年
始
を
除
く
土
日
祝
日

を
含
ん
だ
毎
日
運
行
。
運
行
時
間
は
６

時
～
19
時
、
台
数
は
10
～
12
台
程
度
、

運
行
車
両
は
自
家
用
車
を
活
用
、
利
用

登
録
者
数
は
令
和
５
年
１
，
３
７
４
人
、

令
和
７
年
10
月
15
日
（我
々
視
察
研
修

者
含
む
）
１
，
７
６
３
人
で
、
３
８
９

人
の
増
。
利
用
者
の
３
分
の
２
が
60
歳

以
上
で
あ
る
。

　
命
の
危
険
が
迫
った
状
態
に
な
る
と
、

約
70
％
の
方
が
医
療
や
ケ
ア
な
ど
を
自

分
で
決
め
た
り
望
み
を
人
に
伝
え
た
り

す
る
こ
と
が
、で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
自
分
ら
し
く
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
は
、人
生
の
最
終
段
階
に
な
って
か

ら
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
整
理
す
る
の
で

は
な
く
、元
気
な
時
か
ら
自
分
ら
し
い
人

生
に
つ
い
て
考
え
、そ
し
て
そ
の
考
え
方

や
価
値
観
を
他
者
と
共
有
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
自
分
の
思
い
や
考
え
方
に
つ
い
て
、家

族
な
ど
周
り
の
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち

と
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
い
、ま
た
繰
り
返

し
話
し
合
う
こ
と
を
、Ａ
・Ⅽ
・Ｐ
（ア
ド

バ
ン
ス
・ケ
ア
・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）と
い
い
、

考
え
や
価
値
観
が
引
き
継
が
れ
て
行
く

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
鳥
取
市
と
東
部
４
町
（岩
美
町
・若
桜

町
・智
頭
町
・新
温
泉
町
（兵
庫
県
）香
美

町
（兵
庫
県
））か
ら
な
る
「因
幡
・但
馬

麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市
圏
」で
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
Ａ
・Ⅽ
・Ｐ
の

住
民
啓
発
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
て
き

た
。

　
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、自
身
が
望

む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考

え
、自
身
の
心
身
状
態
に
応
じ
て
、か
か

り
つ
け
医
等
か
ら
本
人
や
家
族
等
へ
の

適
切
な
情
報
の
提
供
と
説
明
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、こ
の
様
な
取
組

は
、個
人
の
主
体
的
な
行
い
に
よ
って
考

え
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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Ａ
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ト
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人
生
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の
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組
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人
生
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取
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樫
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　１１月７日、 ふらの圏域女性議員有志主催
で青森大学社会学部の佐藤　淳 （さとう　
あつし） 教授が講師の 「SOUND カード体験
会 in 中富良野」 が開催された。
　当日は町内外の議員や職員、 住民など
２１名の参加があった。
　「SOUND カード」 とは、 話し合いの場の
活性化を促す働きがあり、 カードには深い対
話を引き出す為の問いがそれぞれに書かれ
ていて、 どんな話題でも参加者が自由に意
見を述べられるような環境を提供する 「対
話促進ツール」 であるとの説明があった。

　体験会では各テーブル４名ほどのグルー
プで 「〇〇議会について」 「〇〇役場につい
て」 「持続可能な地域について」 とテーマに
よって、 それぞれが選んだカードの問いにつ

いて互いに話し、 考えや体験などを聴き合っ
た。

　初対面の参加者同士でも対話が深められ
ていたようで、 事後アンケートでは 「話すこ
とが苦手だと感じていてもカードの力で話す
ことができた。」 「自分でカードを選ぶことが
できるので不思議と話すことができた。」 「議
員間や職員間でも、 幅広い年齢層でも話す
ことができた。」 などカード活用の効果を実
感されている声が多かった。
　議会と住民との対話の場や、 総合計画策
定の市民ワークショップなどで活用している
自治体もあり、 今回主催したふらの圏域女
性議員有志で今後もカード活用についての
調査研究を続けたいと考えているとのこと。

「SOUND カード体験会」 に参加して「SOUND カード体験会」 に参加して
寺岡祐子 議員寺岡祐子 議員

■１１月　６日　上川管内町村議会議員研修会
　　　　２８日　全員協議会
　　　　　　　　第１１回町議会臨時会
　　　　　　　　国営土地改良事業及び地域開
　　　　　　　　発等促進対策特別委員会
　　　　　　　　議会活性化推進特別委員会

■１２月１０日　議会運営委員会

　１５日　富良野沿線市町村議会議員研修会
　１７日　全員協議会
　　　　　第１２回町議会定例会①
　　　　　議会活性化推進特別委員会
　　　　　議会広報発行特別委員会
　１９日　第１２回町議会定例会②
　　　　　全員協議会

議 会 の う ご き ( 令和７年１１月～１２月 )

サ ウ ン ドサ ウ ン ド
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　１２月１５日、 富良野市複合庁舎文化会館
にて、 富良野沿線市町村議会議員研修会が
開催され、 中富良野町議会議員９名、 事務
局２名が参加した。
　講演は 「旭川開発建設部の道路事業」 を
テーマに、 北海道開発局 旭川開発建設部
道路計画課 課長補佐の木村　力 （きむら　
ちから） 様より、 道路事業のあゆみや、 第 9
期北海道総合開発計画、 ハード ・ ソフト両
面の取組について説明を受けた。

　道路事業のあゆみでは、 「つくる」 事例と
して交通の難所であった国道３９号 石北峠が
昭和３２年着手、 平成１３年度完成に至った

経緯が紹介された。 また「まもる」事例として、
北海道遺産である旭橋が９０年以上現役で
使用されていることから、 整備と保全の両立
の重要性を学んだ。

　ハード施策では道路ネットワーク整備や老
朽化対策、 防災 ・ 交通安全、 維持管理など
が示され、 現在整備が進む旭川十勝高規格
道路富良野北道路の整備効果として、 渋滞
緩和、 安全性向上、 観光利便性や緊急搬
送の安定化が挙げられ、 中富良野町までの
開通に大きな期待を抱く研修となった。

富良野沿線市町村議会議員研修会富良野沿線市町村議会議員研修会
市山　翔 議員市山　翔 議員

　配信は町ホームページまたは下の　配信は町ホームページまたは下の
二次元コードからご覧ください。二次元コードからご覧ください。

YouTube配信しています配信しています
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産業建設文教常任委員から産業建設文教常任委員から

［裏表紙］冬の十勝岳連峰

　昨年は“熊”の出没や“山林火災”など様々な“災害“が多く
話題にとり挙げられ、自然との向き合い方や地域の備えを改めて
考える一年となりました。地域の防災・減災の取組を一歩ずつ強
化していき、「自助・共助・公助」のバランスをどう整えるかが、
今後の課題と捉え、熊にも災害にも驚かされないように、皆さん
と共に冷静に備え、安心・安全に暮らせるまちづくりに尽力した
いと考えます。

委員長
岡本　伸一

　副委員長として、まずはしっかりとインフラや教育といった基

本的な事業内容の精査に努め、積極的な意見を述べるとともに、

よりよい未来を見据え議論を展開していきます。そして、地域の

未来をもっと楽しくワクワクするものにするために、柔軟な発想

で新しい風を吹き込み、若い世代や地域の声を大切に、みんなと

進化するまちを目指します。

副委員長
安藤　啓太

　今年私は、わが町の人口減少にストップをかける為に、子育て
支援、貝体的には、２歳までの保育料と１８歳までの国民健康保
険料の無料化等に努力します。又お年寄りが安心して暮らせるよ
うに、特別養護老人施設や訪問介設・ディサービス等を安心して
受けることができるように努力します。今年４月に開校する義務
教育学校がこどもたち全員にとって、進んで行きたくなる楽しい
学校になるよう努力します。

佐  　和三

　産業・建設・文教の各分野が連携し、町の暮らしと経済を支え

る委員会として、現場の声を大切にした審査と提案に努めてまい

ります。事業者、子育て世代、高齢者など多様な立場の視点を意

識し、町民が安心して暮らし、誇りを持てる町づくりに貢献して

いきたいと考えています。

市山　　翔

　昨年の改選より産業建設文教常任委員会の委員を務めておりま
す。農業や観光をはじめとする産業振興、道路や水道など生活基
盤の整備、そして未来を担う子どもたちの教育環境の充実は、本
町の発展に欠かすことのできない重要な課題です。町民の皆さま
の声に真摯に耳を傾け、現場に根ざした視点を大切にしながら、
持続可能で安心して暮らし続けられる中富良野町のまちづくりに、
委員として全力で取り組んでまいります。

石神　唯安


